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 本論文は、仏教美術史のなかでも際立った特色をもつ法華経写経遺品を包括的にとりあげ、とり
わけ古代から中世にかけて特異な発展を遂げた日本の金字写経荘厳のありかたについて多角的な視
点から考察し、その美術史的特色について研究したものである。 
 まず第一章で、東アジア各地の写経荘厳の状況と日本における展開を概観し、とくに古代から中
世にかけて盛んに行われた金字写経の対象が日本では法華経中心だったことを明示し、他の経典と
は異なる形態をとるに至った経緯と意味を明らかにする。第二章では、日本の法華経見返絵が独自
の形式を採用するに至った過程をたどりながら、平安時代後期なかでも十二世紀半ばに定型が完成
することを長福寺本・百済寺本などの遺品に即して論述する。そこでは、東アジアにおいて主流だ
った宋代写経の横長の見返絵形式とは異なる正方形に近い形態が選択されたことが再確認される。
第三章と第四章は、その初期的形態となる延暦寺本法華経見返絵について、従来いわれていた海外
制作説を訂正して平安時代前期説を提唱するとともに、その図様継承の状態を、新出の仁和寺本を
中心に詳細に分析する。第五章は、これまで等閑視されていたスペンサー・コレクション本とクリ
ーブランド美術館本見返絵に注目し、その特異な図様形式が北宋の皇帝から入宋僧に下賜された法
華経に由来するという仮説を提示し、日本では限定された流布に留まった意味を考察する。以上第
一章から第五章において主張されるのは、東アジアにおける中国の写経形式の影響の大きさと、そ
れにもかかわらず日本ではそれへの対抗意識から特異な図様形式の形成と継承が行われた、という
包括的解釈の図式であり、これはきわめて重要な指摘といえる。第六章と第七章は、大和文華館の
一字蓮台法華経見返絵、および東京国立博物館の流水片輪車蒔絵螺鈿経箱という具体的作品をとり
あげて、個別に図様の意味を解釈し、絵画のジャンルにとどまらず工芸などへも法華経荘厳の意識
が敷衍していたことを明らかにしている。 
 以上の論考を通じて、本論文は従来の写経荘厳に関する研究の方法論的脆弱さを刷新するととも
に、主な重要作例について特定の信仰基盤に裏打ちされていたことを的確な史料解釈を通じて明快
に論じている。東アジアにおける日本美術の位置づけという広領域的課題についても、新たな考察
材料を提供する内容で、新知見に富むばかりではなく、この研究領域における問題のありかと課題
を提示していることによって、今後の学術研究の指針になりうる論文として高く評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
 
 
